
し ゃ か い ん

釈迦院スギ
希少個体群保護林

保護対象種

概況
前回調査時の主な高木・亜高木は以下の通り
・P01：スギ
・P02：スギ、ミズキ、コハウチワカエデ等

今回の調査で林内の植生構成について大きな
変化は見られなかった。
シカ被害レベルは依然として高い状況である。

釈迦院スギ

ササ（P01ルート上）

過年度調査との比較：                  →H30.11 R５.７

熊本南部森林管理署

P02

面積:8.61 ha

【資料3-2】
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P01
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P01
P02

マツカゼソウ（P02ルート上）



43604

43603

43601
43602

く ず こ う ち

崩川内モミ等
希少個体群保護林

保護対象種

概況
前回調査時の概況は以下の通り
・P01：ブナ、コハウチワカエデ、ヒメシャラ
等

・P02：サワグルミ、アオダモ、アオハダ等
・P03：モミ、ブナ、ヒメシャラ等
・P04：ブナ、ミズナラ、コハウチワカエデ等

今回の調査で林内の植生構成について大きな
変化は見られなかった。
シカ被害レベルは依然として高い状況である。

モミ、ツガ等

シダ類（P02）

過年度調査との比較

熊本南部森林管理署

面積:135.90ha
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P02

P03

H30.9

H30.11

R５.9

R５.9

P01 P02

P03

P04

ミヤマシキミ（P02）



31702
31701

か し わ や ま

柏山アカマツ等
遺伝資源希少個体群保護林

保護対象種

概況
前回調査時の主な高木・亜高木は以下の通り
・P01：アカマツ、タブノキ、アカガシ等
・P02：アカマツ、イロハモミジ、イタヤカ
エデ等

今回の調査で林内の植生構成について大きな
変化は見られなかった。
シカ被害レベルは依然として高い状況である。

アカマツ

シキミ（P01）

過年度調査との比較：                  →H30.8 R５.6

大分森林管理署

面積:32.95 ha
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遠望 広葉樹尾根

P01

P02

P01 P02
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お お い し か し や ま

大石樫山アカガシ等
遺伝資源希少個体群保護林

保護対象種

概況
前回調査時の主な高木・亜高木は以下の通り
・P01：アカガシ、ウラジロガシ等
・P02：アカガシ、コハウチワカエデ、ヤブ
ニッケイ等

・P03：ウラジロガシ、アカガシ、ヤブツバ
キ等

今回の調査で林内の植生構成について大きな
変化は見られなかった。
シカ被害レベルは依然として高い状況である。

ミヤマシキミ、アカガシ等

コハウチワカエデと思われる稚樹

過年度調査との比較：                  →H31.6 R５.6

大分森林管理署

面積:18.34 ha

P01

P01

P02

P03

P03

ケヤキと思われる稚樹

4



44501

44502

く に み や ま

国見山コウヤマキ等
希少個体群保護林

保護対象種

概況
前回調査時の主な高木・亜高木は以下の通り
・P01：ツガ、コウヤマキ、アカガシ等
・P02：アカガシ、ウラジロガシ、ヤブツバ
キ等

今回の調査で林内の植生構成について大きな
変化は見られなかった。
シカ被害レベルは依然として高い状況である。

コウヤマキ、ツガ、アカガシ等

尾根上のコウ
ヤマキ稚樹

(P02ルート上)

過年度調査との比較：                  →H30.9 R５.9

大分森林管理署

面積:7.61 ha

P01

P02

P02

P01

アカガシ健全木（P02）
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